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注３） 末田ます「幼児の遊場」Vol. 30　No. 6，1930．「紙袋・包紙・古新聞を利用してつくるお人
形さん」Vol. 31　No. 6，1931．「子供の遊び場」Vol. 32　No. 3，1932．「児童遊園に欲しい
植物」「同（續）」Vol. 32　No.11／12，1932．「冬季戸外での遊ばせ方」Vol. 42　No.1，
1942．「女学生の勤労奉公隊所見」Vol. 43　No. 8，1943．
注４） 坂内は、東京女子高等師範学校附属幼稚園に1912年から1924年まで奉職し、主事安井てつ
の下で５年７ヶ月間、倉橋の留学期間を挟んで４年５ヶ月間を主事倉橋惣三の下、倉橋が留学
中の２年間を小学校主事兼務の藤井利誉の下で勤務している。関東大震災を経て『子供の遊
ばせ方』を上梓直後に退職する。東京女子高等師範学校在籍中は和田実にも師事している。
注５） 「女高師」は、東京女子高等師範学校附属幼稚園。
注６） 倉橋の講義内容に対して、１．保育の真諦ではなく保育方法の真諦である。２．自園の実際
と照らし合わせてみて、中間（主題へと子どもたちが誘導せられていくところ）がうまくい
かない。力不足故であるが、幼児個人個人のことを考え過ぎるために相違ない。３．幼稚園
の設備も保姆の力も幼児も理想的であることを前提とした保育案ではないか。４．園環境に
よって近き将来の目的、幼児現在の目的は異なるので、お説を実行する際の個々の園の疑問
を解決していただき、各園にふさわしい実行方法をとらねばならぬ。（筆者まとめ）と、記
している。
注７） 1933年倉橋講義では「テーマ」とし、1934年『幼稚園保育法真諦』では「主題」としている。
